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凡例




これは「改造」第七卷第六號（大正十四年六月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤植と思われるものは、断りなしに訂正しました。








無產政黨の擡頭と其發達の經過

安部磯雄







　無産政黨といふことが割合に多く新聞や雜誌で論議されて居るに拘はらず、具體的に政黨の出現したのは極めて少ない。四月の十九日東京で開かれた政治硏究會の大會に於ては政黨組織に就て何等か具體的決議を見るだらうと豫期して居た者もあつたようであるが、今日直に旗上げをするといふ段取りにはならなかつたらしい。無產政黨は當然起るものには相違ないけれども、政黨組織の時機に關しては當事者の間に大分問題となつて居るのではないかと思ふ。

　私の知つてゐる範圍内に就て旣に無產政黨の名乘りを擧げた者が二つある。一は日本の中部に位する足尾銅山の鑛夫によつて設立された公民黨で、他は日本の南部に在る八幡製鐵所の職工によりて組織された九州民憲黨である。

　足尾銅山の公民黨が結黨式を擧げたのは本年の二月ではなかつたかと思ふ。足尾銅山には鞏固なる鑛夫組合があるから、これが中堅となつて無產政黨が組織された譯である。然し無產政黨は決して勞働者階級に限らるべきものではない。足尾町の小賣商人とか其他の無產者にして入黨した者が可なり多いといふことである。此の如く各種の無產者を打つて一團となすことは無產政黨が當然取らねばならぬ途ではないかと思ふ。

　足尾の公民黨は先づ町會議員の選擧に手を染めた。三月初旬頃の話に據れば、三十名の町會議員に對して公民黨は八名の候補者を立てたといふことであるが、私は其後の結果に就て何等の通知を受けて居ない。然し選擧の結果が如何であつたにせよ、兎に角無產政黨が地方政治に參與せんとする努力は普選案通過後の顕著なる事實としてこれを認めねばならぬ。これは單に足尾のみの現𧰼ではなく、日本至る所に於て無產階級が地方自治に目覺めだしたことは實に喜ぶべき事實である。普選の實行は單に國民の大部分に參政權を與へるといふのみではなく、國民を政治的に敎育する方法として、これほど有力なものはないのである。

　八幡の九州民憲黨は去る四月六日に其結黨式を擧げた。八幡製鐵所には約二萬の勞働者があり、これに加ふるに約七千の自由勞働者があると言はれて居る。製鐵所が官業であるだけに勞働運動に對する官憲の壓迫は可なり烈しいのであるから、民權黨の加入者は五百名位に過ぎない。然し無產政黨が勢力を增すに從ひ、勞働者の全部が其旗下に集まることは何人も豫期して居るところの事である。殊に總選擧が行はれる場合には階級意識が明白になるから、其黨員たると否とを問はず、勞働階級の大部分は必ず無產政黨の候補者に投票するに相違ない。

　無產政黨が如何なる政綱を揭げて立つかは多くの人々の知らんと欲する所であらう。又無產政黨に興味を有する人々は各自に相當の意見を有して居ることであらう。若し數十人の代表者とか有志者とかが日本全部を包容する無產政黨の政綱を決定すると假定したならば、可なり完全なものが出來上ると同時に多少色彩の薄いボンヤリしたものになりはせぬかといふ懸念もある。然し足尾とか八幡とかの無產政黨は言はゞ一地方の政治團體であつて、恰も純眞なる靑年が遠慮會釋なく其信ずる所を吐き出すが如く、自由自在に其思ふ所を發表することが出來るといふ特徴がある。私の手許には足尾公民黨の宣言書及び政綱はないが、幸にして九州民憲黨が公表したものを有つて居る。黨則を揭げると餘りに長くなるから、宣言書と政綱だけを示すことにする。





　　　　　宣　　言

　世界の歷史は虐げられ、壓迫され、搾取せられていた民衆が、自覺し、鬪爭し解放せられていつた記錄である。

　過去の被支配階級は大衆團結の力を政治に活用することに依つて自らを開放した。

　今、我等は新日本建設のために政戰に就く、我等が祖國を見よ。國民の八割は、富も、學問も、權利も持たない、裸一貫の無產者である。

　而も支配階級は政治を利用して資本家本位の經濟政策を樹て產業保護を口實として有產者を富まし、無產者の利害はいさゝかも相顧みやうとはしなかつた。

　過去の政治的支配階級卽ち旣成政黨は彼等の巧妙なる術策を弄して政治の核心を吸ひ取り、其外殻だけを無產者に投與へやうとのみ努力して居る。

　過去四十年の我が憲政史を見よ。封建の殘黨はあらゆる詐術を以て政治の中實を新興民衆から奪ひ取つてゐたではないか、今旣成の有產者政黨は我々の選擧權を骨拔にせんと焦せつてゐる、だが我々は何時までも彼等に籠絡されてはゐない、我々は今更めて舊支配階級との絕緣を宣言する。

　我々は現實を見つめ堂々と政治の大道を突進するのみである。我々は自ら恃み、自ら起つ、我々は我々の政治に歸り、我等の政黨を作り、以て新日本の核心たらしめんために、紛々たる群議を拒けて敢然、無產者政治の陣頭に馬首を進めんとす。

　我等は渾心の熱血をもつて無產政治の烽火を揚げる。

　全九州の無產者諸君！　我等は今選擧權を獲得した。民衆政治の黎明は來た。政治卽生活！　大衆よ政治戰線に集れ。




　　　　　政　　綱

一　我等は無產階級の立場より政治、經濟、社會に於ける一切の弊制害惡を改善せんことを期す

一　我等は民衆の基本權たる勞働權、團結權、生存權の完全たる獲得を期す

一　我等は議會行動に依つて土地並に生產、分配、諸機關の改善を期す

一　我等は國際聯盟を改造し、世界平和を維持し以て全人類の共存共榮を期す

一　我等は全日本の無產政黨と提携し、旣成政黨の擊破を期す






　足尾でも八幡でも單獨に政黨を作つたものゝ、決して孤立する意味ではない。若し全國を統一する無產政黨が出來れば、何時でも其に參加して、自らは其支部となるといふ考へらしい。現に足尾公民黨の黨則には何時でも全國的無產政黨の成立と共に黨名及び黨則を變更するといふとが明記されて居るといふことである。九州民憲黨も前記政綱の末項に全日本の無產政黨と提携することを明記してあるばかりでなく、黨則の如きも九州民憲黨假黨則として居る位であるから、決して地方分立の意味ではないことは充分に推測されるのである。

　今後無產政黨がどんな徑路を辿つて發達するかといふことは明でないけれども、足尾や八幡に於ける如く、各地に小無產政黨の起ることが自然の勢ではないかと思はれる。換言すれば全國的政黨の出來る前に各選擧區内に小政黨の出來ることが無產政黨發達のために便宜である。私が斯く考へるのは次の如き理由による。

　政黨の目指す所がなるべく多く代議士を議會に送るといふことにあるから、選擧區は當然政治運動の單位でなくてはならぬ。もし全國的の無產政黨が數十萬の黨員を募集し得たとしても、これだけでは大した勢力でない。何となればこれを各選擧區に割當てるとなると其數一萬にも足らないからである。普選實施後に於ける有權者の數は一選擧區につき十萬乃至十三萬位のものではないかと思はれる。而して一選擧區より選出される代議士は三人乃至五人であるから、二萬乃至三萬の投票を得れば其候補者は先づ當選するものと見ることが出來る。更に候補者の數が法定代議士數よりも多く、且つ棄權者が少なくないことを考ふれば、一萬五千票乃至二萬票を得たる者は確實に當選することが出來ると見て差支はあるまい。無產政黨が普選後第一期の總選擧に於いて成功するか否かは一に一萬五千乃至二萬の無產者を團結せしめ得るか否かにある。故に無產階級は全國的政黨組織に重きを置くよりも、先づ各選擧區に於て少くも一萬五千の黨員を得ることに努力せねばならぬ。若し各選擧區に於て小政黨が組織され、相當の黨員を集めることが出來ることゝなつたならば、此等の小政黨から代員を招集して全國的政黨の組織に着手し、其黨則、宣言書、政綱を決定すればよいのである。これは極めてデモクラテイツクな方法ではないかと思ふ。

　各選擧區を單位として小政黨を組織することは無產政黨運動の當初に於ては殊に便宜である。初めから多數の選擧區を包容する政黨を組織せんとすれば其間に種々なる面倒が生ずるけれども、各選擧區を單位とすれば政黨の事務も極めて簡單になる。例へば九州全部を包容する政黨を樹立することになれば、第一本部を何處に置くかといふが如き比較的つまらぬ問題が生じて來る。八幡に生れた九州民憲黨が八幡を以て本部とすることを主張すれば、福岡や熊本の黨員はこれに反對するに相違ない。然し各選擧區を單位とすれば斯の如き問題は當然消滅することになる。勿論八幡の黨員が實際八幡を以て本部とするが如き主張を有してゐないことは言ふまでもなきことであるけれども、數選擧區を包容する政黨を組織することは後の問題であつて、現在に是非考へねばならぬと云ふ程のことではない。

　第三の理由として私が述べたいと思ふことは勞働團體の分裂に對する懸念である。勞働總同盟と反總同盟の反抗は數年以來のことであるが最近亦勞働總同盟から分離した團體があつた。私は分裂其ものに就いての批判を爲すだけの知識を有してゐないから、これに論及することは一切避けたいと思ふが、兎に角無產政黨の樹立を見んとする矢先きに斯くも勞働團體の足並が亂れたといふことは無產階級運勤のために大なる損失であると云はねばならぬ。勿論主義主張のために分裂することは已をむを得ない。然しこれは勞働團體としての分裂であつて、無產階級としての分裂でないことを希望する。即ち勞働團體としては別箇の存在を維持して行くが、政治運動に於ては共同戰線に立て欲しいのである。さりながら全國を包容する無產政黨の中に總同盟系及び反總同盟系の人々を集むると云ふことは實際に於て大なる困難事ではあるまいか。更に農民組合とか水平社とかを全國的政黨に包容することに就ても幾多の困難問題が生じて來るかも知れぬ。然し團結の範圍を各選擧區に縮少することになれば、困難の大部分は除去されることゝ信ずる。一選擧區内に住んでゐる勞働階級は其反總同盟系に屬すると否とを問はず、比較的容易に團結することが出來るかも知れぬ。もし兩者の融和を謀ることが出來ないにしても、勞働總同盟と反總同盟との對抗を豫期される選擧區は選擧區全數の一小分に過ぎないではないかと思ふ。言ふまでもなく勞働團體の分立は悲むべきことであるから何等かの手段でこれを調停する運動が起るであらうとは信ずるけれども、選擧區を單位とすることにより分立の弊を多少緩和することが出來るのは明である。

　以上述べた所は無產政黨組織の順序に關する私の意見であるが、私は決して永久に小政黨の分立を主張するものではない。若し選擧區を單位として四十乃至五十の小政黨が樹立したならば、これを打つて一團となし、各政黨代表者の協議によりて黨名を決定し、全國に在る小政黨は當然其支部となるべきものであることを信ずる。

　無產政黨をして健全なる發達をなさしめるためには黨員の寬容なる態度と努力とを必要とする。

　普選の實施と共に有權者の數は約一千四百萬人となり、其内約一千萬人は新に參政權を得る人々である。而して此等の新有權者が全部無產階級に屬する人々であることは疑がない。若し無產政黨の意義が充分此等の人々に了解され、彼等が忠實に自己の利益擁護のために投票するならば、無產政黨は一擧にして議會に於ける過半数の議席を占めることが出來る。故に無產政黨當面の問題は如何にして無產者を團結せしむるかといふことであらねばならぬ。英國の無產政黨（勞働黨）には四百五十萬の組合員を有する勞働組合が其中堅となつて居る。我國に於ける勞働團體への加入者は二十萬人乃至三十萬人であつて、農民組合員の數は六萬に過ぎない。水平社員の内に幾何の有權者があるかは不明であるが、若し社員の數が百萬であると假定すれば、有權者數は二十三萬人位と計算することが出來る。よし此等の三團體が全部無產政黨に加入するとしても、其勢力や甚だ微々たるものである。然らば如何にして其黨勢の擴張を謀るべきか。言ふまでもなく寬容の態度を以て無產階級の大同團結を謀るより外はない。勞働階級は知識階級に對して敬遠主義を取つたこともあつた。俸給生活者の中には純勞働者と共同戰線に立つことを好まない者があるかも知れぬ。然し斯樣な排他的精神が無產階級の間に存在して居る限り、無產政黨の運動は決して成功するものではない。

　無產者の間に政治的自覺の起らないといふことは勿論悲むべきことであるが、無產者たる者が自ら無產者たることに氣附いて居ないことも無產政黨の發達にとりて大なる損失である。若し無產者といふことが貧困者と同意義であるならば、有權者の中に無產政黨員たることを欲しない者が少なくないだらうと信ずる。私は此際無產者といふことに對し明瞭なる說明を加へる必要があるのではないかと思ふ。私の考へる所によれば、無產者とは主として自分の筋肉勞働若くは頭腦勞働によりて收入を得て居る者をいひ、有產者とは主として自ら所有せる財產によりて收入を得て居る者をいふのである。故に數百圓の貯金と住宅及び宅地を所有して居る人でも、其人の收入の大部分が其人の勞働から來るのであれば、彼は當然無產階級に屬する。有產者の中には頭腦勞働によりて多少の收入を得て居るものがあるかも知れぬ。然し彼の收入の大部分が貸地、貸家或は株券などから來て居るのであれば、彼は言ふまでもなく有產階級に屬するのである。更に換言すれば無產階級に屬する者は勞働の機會を有する限り可なりの生活を爲し得れども、一たび失業すれば忽ち生活難に陷り、萬一死亡すれば其遺族は忽ち路頭に迷ふことゝなる。無產者には斯の如くにして生存權の保障といふものがない。之に反して有產者は財產によりて生活費を得て居るのであるから、政治的革命の起らざる限り、何等生活上の不安を感ずる必要はないのである。若し此說明が正當であるとすれば、有權者の九割までは私の所謂無產者であると斷言しても差支ない。無產政黨運動の終極の目的は凡ゆる人々に生活の安定を保障するにあるのだから、苟くも現社會に於て生活の不安を感ずる人は當然此運動に參加すべき筈である。此大目的のためには少々の意見の相違や感情の背馳位は斷乎として沒却せねばならぬ。

　九州民憲黨員の言ふ所によれば八幡、戸畑及び他の一市と大なる二郡とより成つて居る選擧區に於ては、此次の總選擧に無產政黨から必ず一名の代議士を選出することが出來るらしい。三重縣は二選擧區に分れ、一方からは四名、他方からは五名の代議士を出すことになつて居る。然るに同縣下には二百十六の水平社の部落があるから、水平社だけの力を以てしても各選擧區から各一名の代議士を選出することが出來るといふことである。第一回の選擧に於て無產政黨が幾人の代議士を議會に送り得るかは容易に豫測を許さぬことであるが、黨員の努力如何によりては各選擧區から各一名を選出することは決して不可能なことではない。有權者の九割が無產者であるとすれば、無產政黨が極めて有利の位地に立つて居ることは明である。無產政黨の意義が彼等に徹底さへすれば、彼等は自己の利益のために進んで參加して來るに相違はない。然し各選擧區に於て無產政黨の中堅となるべき人は黨員募集のために大い努力する所がなくてはならなぬ。

　總選擧のために選擧費を要するといふことは殆んど自明眞理であるが如くに信ぜられて居るけれども、無產政黨の候捕者には使用すべき選擧費がない。よしあつても之れを使用してはならぬのである。多額の選擧費を使用することが政治の腐敗を來す大なる原因であるから、選擧改善の意味からしても無產政黨は選擧費なくして候補者を當選せしむる途を講じなければならぬ。選擧間際になつて有權者を勸誘し若くは爭奪することは、選擧費の必要を生ずる大なる原因であるから、常時に於て絕へず黨員募集に努力することが最も有効なる方法であると信ずる。若し一選擧區内に於ける四百名の中心人物が各五十名の黨員を募集することになれば、其數は二萬人に達し、確實に一名の代表者を當選せしむることが出來る。一人にして五十名の黨員を募集することは容易でないと思はれるかも知れないが、無產黨の宣言と政綱を印刷したビラを用意し、これを示して入黨を勸告し、即時に入黨名簿に署名せしむるといふ手段を取れば、一二ケ月の間に五十名の入黨者を得ることは決して因難でない。旣に二萬の入黨者を得れば彼等は安心して總選擧を迎へることが出來る。新選擧法によれば候補者は演說場として小學校を利用することを許されて居る。印刷物によりて候補者が有權者に政見を郵送することも一回に限り無料で行はれることになるかも知れぬ。斯の如くなれば、無產政黨の候補者は僅かばかりの印刷費及び演說會の廣告ビラ代位で當選することが出來るだらうと思ふ。理想的に言へば彼等には政見發表の演說會を聞く必要さへないかも知れぬ。無產政黨の政綱は判然として少しも曖昧な點がないから、候補者が殊更にこれを說明するのは單に蛇足に過ぎない。有權者が政黨に對して忠實でありさへすれば、候補者は單に其名乘りを擧げるだけで充分である。

　無產政黨に參加する人々は平常に於ても總選擧の時に於ても多少の黨費を負擔すべしと論ずる人もあるが、私はこれに賛成することが出來ない。若し黨費を徴收することになれば新有權者の中には必ず入黨を躊躇する者が出來る。且つ黨費微收の手數が煩はしい。若し黨費微收を規則に揭げることになれば、不納者に對して相當の制裁を加へねばならぬことになる。これは決して無產政黨を大ならしむる途ではない。然し無產政黨の中には必ず幾多の熱心なる黨員が出來るに相違ないから、此等の人々より多少の任意的寄付金を募集することは差支ない。兎に角無產政黨は金力を當にしてはならぬ。然しこれに代へるに勞力と時間の寄付をなすことは必要である。一人にして十人乃至二十人の黨員を募集することは十圓至乃二十圓の寄付をなすよりも一層有効であるかも知れぬ。無產階級には金力がない。然し金力に依賴するよりも各員の努力と熱心を恃むといふことが無產政黨の特徴でなくてはならぬ。『金力を要しない選擧』といふ標語を揭げて突進する所に無產政黨の光榮と成功があることを信ずる。




附記　私が此原稿を書き終つた後に得た報告に據れば、八幡市の勞働階級は市會議員選擧のため自ら四名の候補者を立てたが悉く當選したといふことである。
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